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東北学院時代を踏まえて前ヘ

下 回 仁

1.はじめに

昭和60(1985）年3月に英文学科を卒業後、同年4月より松島高校に新規

採用（教諭）となり、その後、塩釜女子高、名取高、塩釜高と勤務した後、

宮城県教育庁高校教育課（指導主事）、古川高（〔主幹〕教諭）、角田高（教頭）

を経て、平成27(2015）年4月より宮城県内唯一の公立通信制課程（単位制・

独立高）の美田園高（教頭）に勤務しております。これまで、全日制普通科

教諭22年間、指導主事5年間、教頭4年目、計31年目となります。振り返

りますと、これまでの勤務校における英語教諭の約半数は東北学院大学英文

学科出身者であったことは誇れる事実であり、後輩の皆様には自負心を持っ

ていただきたいと思います。

2.東北学院大学での学び

(1}ESS (=English Speaking Society）での 4年間

新歓の活気ある勧誘活動の中、 ESSへの入部を心に決めていた私は、第 1

号新入部員ということで、先輩方から大歓迎を受けました。 1グループの所

属で、 ESS顧問・グループ主任の吉川清隆先生には大変お世話になりました。

先生のアメリカ留学記『プノレーミントンの春』は今も手元にあります。

さて、 ESSは全国組織であり、東北学院大ESSも、ディスカッション（以

下〔D〕）、ディベート、スピーチ、ドラマの各セクションから成っていました。

セクションの枠を超えた全員参加の毎日のデイリー活動（全て英語）として、

lF部室棟近くの階段を上がった桜の木の下で、アトランダムに4～5人グ

ループを組み、『ラジオ英会話jを使って発音や会話の練習をしたことを懐

かしく思い出します。グループ毎に、その場でグループリーダーを決め、発
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音練習の後、スキットの登場人物になりきっての会話練習、その後、グルー

プ毎に自由にトピックを決めて会話をしました。 Practicemakes perfect.の言

葉どおり、間違いを恐れずに英語を話す姿勢が自然と身に付きました。

放課後はセクション毎に活動をします。私は〔D〕セクションに所属し、

K.U.E.L（関東学生英語会連盟）主催の〔D〕大会用資料を準備したり、英語

で説明する練習をしたものですo ある大会のタイトノレは「原子力発電所は必

要かjで、廃液の処分や廃炉の問題などについて今から30年以上も前に議

論していたのです。議論の基本的枠組みは「何がProblemかJrそこから発

生するHarmは何かjrProblemを引き起こしているCause、及びRootCauseは

何かjrRoot Causeを解決するPlanは何かJrそのPlanはIdealsituationを実現

できるのかjで、関連書籍や新聞記事等を読み、有用情報を英文に直し、チャー

トやカードを作成しました。学食やリーベ（学内喫茶店）での学友との準備、

大会当日にBestdiscussantに選ばれることを目標に、大会当日を想定した先

輩・後輩の枠を超えた部内での熱い〔D〕を繰り返す中で、 4技能や語集カ

が身に付きました。

夏のキャンプ、冬の中山平温泉での英語合宿も思い出深いものです。冬

の合宿は日本語使用禁止で、うっかり日本語を話すと罰ゲーム等のペナル

ティーがありました。

活動内容は、当日発表されるグループ毎に、簡単なトピック（Lovemarrage 

とArrangedmarrageなど）について英語で意見交換をするもので、トピック

毎に専門用語等が記載されているプリントを予め先輩が用意してくださり、

語紫を増ゃしながら会話を楽しむことができました。また、 5人程度から成

るグループメンバーが突然発表され、 30分以内に登場人物やストーリーを

自由に考え、練習時間も不十分な状態で、あらすじのみをグループ内で共有

し、全体の場で発表する「スタンツJという活動がありました。あらすじど

おり話が展開するように、相手の発話に対応しながらストーリーを進める即

応力が養われました。
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このような活動を4年間続けました。特に、 3年生のときには、同学年コ

ミッティーメンバーの暖かい協力と支えの下、幹事長（部長）を努めました。

(2）講義について

大変失礼ながら講座名もうろ覚えですが、吉川先生のコミュニケーション

論、笹原先生の概説アメリカ文学史、谷藤先生のライティング、志子田先

生のdCollege Anthology of English 陪rseand Proseを使用した高尚な講義、須

田先生のバーナード・マラマッドの講義、久松先生のTeachingand Learning 

Englishを使用して淀みない講義、川嶋先生の熱い講義が印象に残っていま

す。ゼミではずァーダマン先生とウィリアムズ先生にお世話になりました。

恥ずかしいことに、当時の私はあまり予習もせず講義に臨んでいた駄目学生

でした。今にして思えば、もっと能動的に講義やゼミに臨んでいれば、それ

ぞれの時代を生きた作家の著作に触れることにより、視野を広め、より豊か

な自分を築くことができたのではないかと後悔しています。壮年となった今

なら、興味深く読むことができるような気がします。

3 英語教育

(1）研修など

英語力や授業カを身に付けるために自分なりに様々な研修等に参加してき

ましたが、特に印象に残っている研修を列挙してみます。①平成元年夏、カ

リフォノレニア大学リバーサイド校（UCR）での集中英語研修（3週間）では、

ホームステイをしながら大学に通い、週末にはグランドキャニオンやラスベ

ガスなどの観光を楽しみました。②平成4年夏、東京でのELECセミナー（ 1 

週間）では、全国の参加者とともにコミュニカティプ・アプローチを学び、

模擬授業や合評会を行いました。③平成10年冬、文部省（当時）・宮城県教

委主催の英語教育指導者講座（約3週間）では、東北各県代表の先生方と有

意義な英語漬け研修を経験しました。④平成11年10月、文部省教員海外派

遣〔宮城県第41団 (16日間）〕では連合王国の教育事情を視察するため、「生

きる力を育む新しい中等教育の在り方を求めてjとのテーマを掲げ、主に
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EnglandとWalesの教育行政機関や中学校・高等学校を訪問させていただき、

現地の先生方と様々な情報交換を行いました。

(2）最高の一人旅

公民権運動に闘い散ったキング牧師の生涯に感銘を受けていた私は、平成

12年夏、アメリカ南部を約 2週間、グレイハウンドパスを利用して一人旅

をしました。ジョージア州アトランタでは彼の生家、牧師として最初に赴任

したエベニザー・パプテイスト教会、 MLキングJr.国立歴史地区、「風と共

に去りぬjのマーガレット・ミッチェノレハウス記念館、南北戦争の姿が巨大

な回転画で再現されたサイクロラマ、世界最大の花闘岩の壁面に3人の南部

同盟の英雄の像が彫られたストーン・マウンテン等を訪れました。アラパマ

州では、パスボイコット運動の発端となったモントゴメリーを訪れ、デクス

ター・アヴェニュー・パプテイスト教会、投票権獲得のための f自由の行進J

の出発地セルマ、そのスタート地点であるプラウン・チャペノレ、 500人の行

進参加者が警官隊や州兵と衝突したエドムンド・ペッタス橋、パーミング

ハムでは白人至上主義者の爆破テロで4人の少女が命を落とした 16thStreet 

Baptist Church~、隣接する公民権記念館に行きました。記念館階上の窓から見

える 16出教会と、向かいの公園に立つキングの銅像。スピーカーからほとば

しるIhave a dream.のスピーチを耳にしたとき、涙を抑えることができませ

んでした。そして、キングが暗殺されたテネシ一件｜メンアイスにあるローレ

イン・モーテノレに宿泊していた彼の部屋を訪れ、最後にミシシッピ川の船上

から、流れる町並みを眺め、旅の締めくくりとしました。私にとって、生涯

忘れることのできない貴重な時間でした。

(3）今後の英語教育の流れ（①～③）と求められる力

①H15年、文科省が「『英語が使える日本人jの育成のための行動計画j

を策定。②「外国語能力の向上に関する検討会jがH23年「 5つの提言j

を公表。③H24年［外国語教育における fCAN・DOリストjの形での学習

到達目標設定に関する検討会議jを設置。④H25年に「各中・高等学校の
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外国語教育における『CAN・DOリストjの形での学習到達目標設定のための

手引きjを作成。⑤H25年12月、グローパノレ化に対応した教育環境作りを

進めるため、小・中・高を通じた英語教育改革を計画的に進めるための「英

語教育改革実施計画jを公表。⑥H28年度中に学習指導要領（CS）を改定、

⑦H30年度から段階的に先行実施、③東京オリンピック・パラリンピック

開催に合わせてH32(2020）年度からcsの全面実施を目指す。主な内容は、

高校：「授業を英語で行う。言語活動の高度化（発表・討論・交渉等）J、中

学校：「授業を英語で行うことを基本J、小学校高学年（5・6年）：「初歩的

な英語の運用能力を養うJ、小学校中学年（3・4年）：「コミュニケーション

能力の素地を養うjとしています。

東北学院大学文学部英文学科の村野井仁教授の著書に『第二言語習得研究

から見た効果的な英語学習法・指導法』がありますが、現在、教員を目指す

学生は、大学の講義の中でSLAを含めた効果的な英語学習法を学ぶことが

できる環境にあります。大学在学中から英語教育界の流れや方向性を把握す

るとともに、生徒各人が英語運用能力を楽しく効果的に向上できるよう、「目

的に応じた様々な指導法や理論を学び、演習し、教育実習で試すJなどの実

践を経てから教壇に立つことが望ましいと思います。中高時代の英語の授業

を思い浮かべ後をなぞる時代は終わりました。また、英語教師である前に、

社会常識、協調性、コミュニケーションカや、相手の立場に立って物事を考

える想像力、地球市民としての意識など、これからの社会人に求められる能

力を磨いておく必要があると思います。

我が母校、東北学院大学英文学科におかれましては、理論と実践力を兼ね

備えた、優秀でバランス感覚のある英語教育者を輩出し続けていただきたい

と切に願っております。
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